
全  員  協  議  会 
 

 

令和７年２月２１日 

午 前 １ ０ 時 開 議 

３ ０ １ 会 議 室 

 

 

協 議 事 項 

１ 組合議会の報告について 

     （石川県市町村消防賞じゅつ金組合議会） 

（石川県市町村消防団員等公務災害補償等組合議会） 

（南加賀広域圏事務組合議会） 

 

２ 行政視察の報告について 

（新幹線・観光誘客特別委員会） 

（スポーツ推進特別委員会） 

 

３ 納税相談中のトラブルに関する対応について 

 

４ （仮称）次世代型産業パークの候補地について 

 

５ その他 

 



委 員 会 開 催 報 告 

（１月 22 日から２月 21 日まで）  

 

 １  常任委員会  

  (1) 総務経済委員会（２月 13 日  午前 10 時から）  

    ・令和７年度組織及び所掌事務の見直しについて  

・令和６年度加賀市職員採用候補者試験の結果について  

・「第３期加賀市まち・ひと・しごと総合戦略（案）」の策定状況について  

・「加賀市版ライドシェア」の運行区域の拡大と運行時間の延長について  

・介護事業所におけるデジタル技術を活用した買い物支援サービスの調査  

事業について  

・令和６年１月～ 12 月の観光入込客数について  

    ・その他  

 

  (2) 教育民生委員会（２月 14 日  午前 10 時から）  

    ・加賀市福祉こころまちプラン２０２５（素案）について  

・加賀市こども計画（素案）について  

・その他  

 

 ２  特別委員会  

(1) 新幹線・観光誘客特別委員会（２月 13 日  午後１時から）  

    ・全天候型広場施設工事に伴う歩行動線の変更について  

    ・その他  

 

  (2) スポーツ推進特別委員会（２月 14 日  午後１時から）  

    ・中学校部活動の地域移行について  

・施設に関する優先課題について  

・その他  

 



 

  (3) 議会活性化特別委員会（２月 13 日  午後１時 45 分から）  

・早稲田大学マニフェスト研究所議会改革度調査への回答案について  

・議員向けハラスメント研修について  

・大聖寺実業高校からの提言書について  

・｢地方議会の議員活動のあり方及び自治体の政策に関する市区議員調  

査」について  



新
幹
線
・
観
光
誘
客
特
別
委
員
会
行
政
視
察
報
告 

 
ヴィソン（多気町） 

 
五個荘金堂の町並み（東近江市） 

    

１
月
30
日
か
ら
31
日
に
か
け
て
、
委
員

８
名
、
執
行
部
１
名
、事
務
局
随
行
２
名
で
、

三
重
県
多
気
町
・
滋
賀
県
東
近
江
市
を
視
察

し
て
ま
い
り
ま
し
た
。 

 

■
三
重
県
多
気
町 

【
ヴ
ィ
ソ
ン
に
つ
い
て
】 

 

多
気
町
は
、
三
重
県
の
ほ
ぼ
中
央
に
位
置

す
る
山
あ
い
に
あ
る
町
で
、
人
口
は
約
１
万

４
千
人
で
す
。 

令
和
３
年
に
多
気
町
に
オ
ー
プ
ン
し
た

「
ヴ
ィ
ソ
ン
」
は
、
約
119

ha
（
東
京
ド
ー

ム
24
個
分
）
の
広
大
な
敷
地
に
、
飲
食
店
、

産
直
市
場
、
宿
泊
施
設
、温
浴
施
設
、
農
園
、

木
育
広
場
な
ど
約
70
店
舗
が
集
結
す
る 

リ
ゾ
ー
ト
型
複
合
商
業
施
設
で
す
。
ま
た
、

全
国
初
の
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ

直
結
の
民
間
施
設
と
し
て
認
可
さ
れ
て
い

ま
す
。 

こ
の
よ
う
な
施
設
を
誘
致
で
き
た
経
緯

は
、
事
業
主
が
施
設
の
開
業
地
を
探
し
て
い

た
と
こ
ろ
、
多
気
町
が
伊
勢
神
宮
と
熊
野 

古
道
の
中
継
地
に
あ
り
、
そ
の
観
光
客
を 

取
り
込
め
る
こ
と
、
強
固
な
地
盤
と
高
台
で

あ
る
こ
と
か
ら
震
災
に
強
い
こ
と
、
松
阪
牛

の
一
大
産
地
で
も
あ
り
食
を
生
か
し
た 

地
域
振
興
に
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
、
シ
ャ

ー
プ
三
重
工
場
な
ど
の
企
業
誘
致
が
評
価 

    

さ
れ
た
こ
と
な
ど
の
複
合
的
な
要
素
か
ら
、

多
気
町
が
選
ば
れ
た
と
の
こ
と
で
し
た
。 

多
気
町
に
お
け
る
開
業
効
果
と
し
て
は
、

雇
用
の
創
出
、
地
元
産
品
の
卸
先
と
な
っ
て

い
る
こ
と
、
ヴ
ィ
ソ
ン
が
メ
デ
ィ
ア
で
取
り

上
げ
ら
れ
る
こ
と
で
町
の
Ｐ
Ｒ
に
も
つ
な

が
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
と

の
こ
と
で
し
た
。 

し
か
し
な
が
ら
、
ヴ
ィ
ソ
ン
と
連
携
し
た

事
業
展
開
が
十
分
に
で
き
て
い
な
い
こ
と

や
、
ヴ
ィ
ソ
ン
に
寄
っ
て
帰
っ
て
し
ま
う
お

客
さ
ん
に
い
か
に
町
内
を
周
遊
し
て
も
ら

う
か
に
つ
い
て
が
課
題
で
あ
る
と
の
こ
と

で
し
た
。
ま
た
、
三
重
県
は
全
体
的
に
イ
ン

バ
ウ
ン
ド
客

が
少
な
い
こ

と
か
ら
、
町
と

し
て
も
イ
ン

バ
ウ
ン
ド
誘

客
に
は
ま
だ

着
手
で
き
て

い
な
い
状
況

に
あ
る
と
の

こ
と
で
し
た
。 

 ～
ヴ
ィ
ソ
ン 

現
地
視
察
～ 

施
設
内
に
は
ナ
シ
ョ
ナ
ル
チ
ェ
ー
ン
店

も
自
動
販
売
機
も
な
く
、
地
域
に
し
か
な
い 

    

も
の
を
活
用
し
た
店
舗
が
多
い
た
め
、
地
域

お
こ
し
に
一
役
買
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、 

広
大
な
敷
地
内
で
は
自
動
運
転
バ
ス
が 

運
行
さ
れ
て
お
り
、
未
来
型
リ
ゾ
ー
ト
と
し

て
も
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。 

加
賀
温
泉
駅
前
に
計
画
さ
れ
て
い
る 

未
来
型
商
業
地
整
備
事
業
に
対
し
、
大
い
に

参
考
に
な
り
ま
し
た
。 

 

■
滋
賀
県
東
近
江
市 

【
観
光
誘
客
施
策
に
つ
い
て
】 

東
近
江
市
は
、
滋
賀
県
の
南
東
部
に
位
置

し
、
人
口
は
約
11
万
人
で
す
。
近
代
日
本

経
済
の
礎
を
築
い
た
近
江
商
人
の
発
祥
地

と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。 

五
個
荘
金
堂
地
区
に
は
、
近
江
商
人
の 

屋
敷
が
多
く
保
存
さ
れ
、
日
本
遺
産
及
び 

重
伝
建
に
選
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
時
代
絵
巻

行
列
や
ひ
な
人
形
め
ぐ
り
な
ど
の
ま
ち
歩

き
イ
ベ
ン
ト
を
行
い
、
誘
客
促
進
を
図
っ
て

い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。
ほ
か
に
も
、
屋
敷

を
宿
泊
研
修
施
設
と
し
て
改
築
し
た
り
、 

駅
舎
を
整
備
し
た
り
と
、
受
入
環
境
の
整
備

に
も
力
を
入
れ
て
い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。 

 

ま
た
、
臨
済
宗
永
源
寺
派
の
大
本
山 

「
永
源
寺
」
の
Ｐ
Ｒ
動
画
が
、
昨
年
「
ク
ー

ル
ジ
ャ
パ
ン
ア
ワ
ー
ド
」
で
グ
ラ
ン
プ
リ
を 

 

受
賞
し
た
こ
と
を
機
に
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド 

対
策
に
も
取
り
組
ん
で
い
る
と
の
こ
と
で

し
た
。 

東
近
江
市
は
も
と
も
と
観
光
都
市
で
は

な
く
、
一
時
的
な
集
客
よ
り
も
、
今
あ
る 

地
域
資
源
を
磨
く
こ
と
で
、「
ま
た
来
た
い
」、

そ
の
先
に
は
「
住
ん
で
み
た
い
」
に
つ
な
が

る
こ
と
を
目
指
し
た
観
光
施
策
を
推
進
し

て
い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。 

 ～
五
個
荘
金
堂
地
区 

現
地
視
察
～ 

白
壁
の
屋
敷
や
塀
が
続
き
、
用
水
路
に
は 

錦
鯉
が
泳
ぎ
、
昔
な
が
ら
の
美
し
い
町
並
み

が
残
さ
れ
て

い
ま
す
。 

加

賀

市

の

重
伝
建
地
区

や
城
下
町
再

生
、
歴
史
的
建

造
物
の
活
用

等
に
対
し
、
大

変
参
考
に
な

り
ま
し
た
。 

 

■
視
察
を
終
え
て 

 

加
賀
温
泉
駅
周
辺
施
設
の
魅
力
や
利
便

性
向
上
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
需
要
拡
大
な
ど
、

北
陸
新
幹
線
延
伸
開
業
効
果
を
最
大
限
に

生
か
す
た
め
の
施
策
・
課
題
へ
の
取
組
に
、

今
回
視
察
し
た
内
容
を
役
立
て
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。 

ご
か
し
ょ
う
こ
ん
ど
う 



 
 

      

■
兵
庫
県
姫
路
市 

～
手
柄
山
ス
ポ
ー
ツ
施
設
整
備
運
営

事
業
に
つ
い
て
～ 

姫
路
市
で
は
、
手
柄
山
中
央
公
園
の
園

内
施
設
の
課
題
と
し
て
、
施
設
の
著
し
い

老
朽
化
、
Ｊ
Ｒ
新
駅
の
整
備
構
想
へ
の
対

応
、
文
化
セ
ン
タ
ー
の
移
転
対
応
な
ど
の

複
合
的
要
素
が
あ
り
、
園
内
施
設
の
再
配

置
を
中
心
と
す
る
中
長
期
的
な
整
備
方

針
「
手
柄
山
中
央
公
園
整
備
基
本
計
画
」

を
平
成
29
年
１
月
に
策
定
し
ま
し
た
。

そ
の
整
備
基
本
計
画
の
整
備
方
針
を
軸

と
し
た
手
柄
山
ス
ポ
ー
ツ
施
設
整
備
基

本
計
画
を
策
定
し
、
そ
の
計
画
に
基
づ
い

て
手
柄
山
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
整
備
を
進

め
て
い
ま
す
。
第
１
期
と
し
て
令
和
８
年

９
月
末
を
目
標
に
公
園
の
北
西
部
エ
リ

ア
に
新
体
育
館
と
市
民
プ
ー
ル
を
整
備

中
で
あ
る
と
の
こ
と
で
し
た
。 

ま
た
、
コ
ン
セ
プ
ト
と
ゾ
ー
ニ
ン
グ
を

計
画
内
で
再
策
定
す
る
こ
と
で
時
代
に

即
し
た
施
設
配
置
を
行
っ
て
い
る
と
の

こ
と
で
し
た
。 

 

       

運
営
に
係
る
自
主
財
源
を
確
保
す
る

方
法
に
つ
い
て
は
、
ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ

（
命
名
権
）
の
実
施
に
よ
り
自
主
財
源
を

確
保
す
る
予
定
で
あ
る
と
の
こ
と
で
し

た
。 ま

た
、
運
営
費
か
ら
利
用
料
金
収
入
と

自
主
事
業
の
収
益
を
控
除
し
た
額
を
指

定
管
理
料
と
す
る
取
り
決
め
に
よ
り
、
市

の
負
担
が
軽
減
さ
れ
る
仕
組
み
と
し
て

い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。 

 

加
賀
市
と
姫
路
市
の
共
通
の
課
題
と

し
て
、
施
設
の
大
規
模
改
修
、
新
駅
周
辺

の
整
備
構
想
へ
の
対
応
な
ど
が
あ
り
、
今

後
の
本
市
に
お
け
る
取
組
の
参
考
に
な

る
も
の
で
あ
る
と
感
じ
ま
し
た
。 

 

■
兵
庫
県
芦
屋
市 

～
芦
屋
市
ス
ポ
ー
ツ
推
進
実
施
計
画
に
つ

い
て
～ 

 

芦
屋
市
で
は
、
芦
屋
市
ス
ポ
ー
ツ
推
進

実
施
計
画
に
つ
い
て
調
査
し
ま
し
た
。 

 

芦
屋
市
は
ス
ポ
ー
ツ
を
取
り
巻
く
環

境
の
変
化
に
対
応
し
な
が
ら
、
「
す
る
ス

ポ
ー
ツ
」、「
み
る
ス
ポ
ー
ツ
」、「
さ
さ
え

る
ス
ポ
ー
ツ
」
を
推
進
し
、
す
べ
て
の
市

民
が
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き

る
環
境
を
創
る
こ
と
を
目
指
し
て
計
画

を
策
定
し
、
さ
ら
な
る
ス
ポ
ー
ツ
の
普
及

促
進
を
目
指
し
て
い
る
そ
う
で
す
。 

 

そ
の
た
め
の
施
策
の
一
環
と
し
て
は
、

10
月
を
体
力
つ
く
り
強
調
月
間
に
定
め
、

様
々
な
ス
ポ
ー
ツ
行
事
を
民
間
団
体
と

行
っ
て
お
り
、
参
加
者
へ
は
景
品
を
配
布

す
る
な
ど
し
、
ス
ポ
ー
ツ
参
加
の
意
識
啓

発
を
行
っ
て
い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。 

 
ま
た
、
ふ
る
さ
と
納
税
を
原
資
と
し
た

ス
ポ
ー
ツ
活
動
助
成
金
を
制
定
し
、
市
が

定
め
た
ス
ポ
ー
ツ
大
会
へ
出
場
し
た
個

人
・
団
体
へ
の
助
成
を
行
っ
て
い
る
と
の

こ
と
で
し
た
。 

健
常
者
、
障
が
い
の
あ
る
人
、
子
ど
も

か
ら
老
人
ま
で
、
誰
も
が
ス
ポ
ー
ツ
に
親

し
む
こ
と
の
で
き
る
よ
う
な
仕
掛
け
を

行
っ
て
い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。 

 

 

 

■
視
察
を
終
え
て 

 

今
回
の
視
察
先
は
、
財
政
・
人
口
規
模

が
加
賀
市
よ
り
大
き
く
、
た
だ
ち
に
取
り

入
れ
る
こ
と
は
難
し
い
点
も
多
々
あ
り

ま
し
た
が
、
ア
イ
デ
ア
次
第
で
参
考
に
で

き
る
も
の
も
あ
り
、
工
夫
を
加
え
な
が
ら

ス
ポ
ー
ツ
推
進
に
取
り
組
む
姿
勢
を
学

ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

今
回
の
視
察
で
学
ん
だ
こ
と
を
踏
ま

え
、
加
賀
市
に
お
け
る
市
民
と
ス
ポ
ー
ツ

と
の
あ
り
方
や
施
設
整
備
に
つ
い
て
役

立
て
た
い
と
思
い
ま
す
。 

ス
ポ
ー
ツ
推
進
特
別
委
員
会
行
政
視
察
報
告 

1
月
16
日
か
ら
17
日
に
か
け
て
、
委
員
８
名
、
事
務
局
随
行
２
名
、
執
行
部
１
名
の
合

計
11
名
で
、
兵
庫
県
姫
路
市
、
兵
庫
県
芦
屋
市
を
視
察
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。 

 

兵庫県芦屋市 

兵庫県姫路市 



（仮称）次世代型産業パークの候補地について 

 

 

人口減少対策が喫緊の課題である本市において、市民の安定した働く場を確保するために産業

の集積や企業誘致を推進しています。 

片山津インター産業団地の拡張整備等の製造業を中心とした工場集積を図っておりますが、さ

らなる産業集積として、次世代型産業パークの整備を次のとおり進めます。 

 

 

【次世代型産業パークの適地】 

これまで、適地調査（用排水やインフラ、法規制、候補地など）や地質調査を実施、地元町

内会や関係機関等との協議を経て、高尾町の農地を中心としたエリアを次世代型産業パークの

適地とした。 

 

【今後のスケジュール】 

地権者等の地元理解や誘致企業、農振除外等の関係機関との協議により進めていきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

              次世代型産業パーク候補地エリア（約50ha規模） 

R7.2.21全員協議会資料 

候補エリア 


